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 今年は丑（うし）年！（南九州市川辺町） 
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
輝
か
し
い
新

年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　
旧
年
中
は
、
Ｊ
Ａ
の
事
業
運
営
に
一
方

な
ら
ぬ
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ

り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
本
年
に
つ

き
ま
し
て
も
、
昨
年
同
様
ご
支
援
・
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
重
ね
て
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
に
よ
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
（
訪

日
外
国
人
）
の
減
少
や
消
費
者
の
節
約
志

向
が
強
ま
り
、
農
畜
産
物
価
格
に
多
大
な

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
り
、
生
産
者
を

は
じ
め
、
Ｊ
Ａ
に
と
り
ま
し
て
も
大
変
厳

し
い
一
年
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
九
月

に
台
風
十
号
が
襲
来
し
、
私
た
ち
の
住
む

地
域
で
も
、
住
宅
や
圃
場
、
農
業
施
設
等

が
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
改
め
ま
し
て
、

被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
に
対
し
ま
し
て
、

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
当
Ｊ
Ａ
の
基
幹
作
物
で
あ
る
お
茶
に
つ

き
ま
し
て
は
、
在
庫
過
多
と
消
費
減
少
に

よ
り
価
格
が
低
迷
し
、
か
つ
て
な
い
厳
し

い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
全
国
お

茶
ま
つ
り
が
南
九
州
市
で
開
催
予
定
で
あ

り
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ

り
中
止
と
な
り
ま
し
た
。し
か
し
な
が
ら
、

茶
品
評
会
は
予
定
通
り
実
施
さ
れ
、
普
通

煎
茶
十
㌔
の
部
で
、
㈱
枦
川
製
茶
（
知

覧
）
が
最
高
賞
の
農
林
水
産
大
臣
賞
に
輝

き
、
南
九
州
市
が
産
地
賞
を
獲
得
し
た
こ

と
は
、
今
後
の
茶
業
振
興
に
大
き
な
弾
み

が
つ
き
ま
し
た
。

　
さ
つ
ま
い
も
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年

に
引
き
続
き
、
つ
る
枯
れ
や
基
腐
病
が
広

範
囲
で
発
生
し
、
生
産
量
や
で
ん
粉
工
場

の
集
荷
量
は
昨
年
以
上
に
大
幅
な
減
少
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
を
受
け
、
十
二

月
に
国
へ
要
請
活
動
を
行
い
、
そ
の
結

果
、
令
和
三
年
産
の
生
産
者
交
付
金
は
、

前
年
対
比
一
㌧
あ
た
り
七
七
〇
円
の
増
額

を
確
保
し
ま
し
た
。
本
年
は
、
抜
本
的
な

病
害
虫
対
策
や
増
収
が
期
待
で
き
る
新
品

種
「
こ
な
い
し
ん
」
の
作
付
け
を
推
進
し

て
参
り
ま
す
。

　
畜
産
部
門
に
つ
き
ま
し
て
、
肉
牛
は
新

型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
枝
肉
相
場
安
が
続

き
、
マ
ル
緊
が
毎
月
発
動
さ
れ
、
肥
育
農

家
の
経
営
は
一
段
と
厳
し
さ
を
増
し
て
い

ま
す
。
今
後
は
、
県
経
済
連
と
連
携
し
て

販
売
対
策
を
強
化
し
て
参
り
ま
す
。ま
た
、

国
内
で
は
「
豚
熱
」
や
「
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
」
が
各
地
で
発
生
し
て
お
り
、
防
疫

対
策
を
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
。

　

大
変
厳
し
い
環
境
下
で
は
あ
り
ま
す

が
、
本
年
は
、
農
業
振
興
は
も
と
よ
り
、

Ｊ
Ａ
事
業
の
改
革
を
進
め
な
が
ら
、
経
営

の
健
全
化
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
店
舗
再
編
に
つ
い
て
は
、
昨
年
十
月
よ

り
一
部
店
舗
で
隔
日
営
業
を
展
開
し
、
令

和
四
年
二
月
を
も
っ
て
対
象
店
舗
は
廃
止

と
な
り
ま
す
。
組
合
員
・
地
域
住
民
の
皆

様
に
は
、
大
変
不
便
を
か
け
る
と
は
思
い

ま
す
が
、
サ
ー
ビ
ス
低
下
に
な
ら
な
い
よ

う
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
信
用
事
業
の
代
替
と
し
ま
し
て

は
、
移
動
金
融
店
舗
車
を
二
台
導
入
し
、

廃
止
店
舗
を
巡
回
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、

移
動
購
買
車
を
二
台
増
車
し
、
五
台
体
制

で
運
行
し
な
が
ら
、
買
い
物
弱
者
の
支
援

に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
同
時
に
、
拠

点
型
営
農
セ
ン
タ
ー
構
想
を
進
め
、
営
農

指
導
員
並
び
に
農
機
具
担
当
を
集
約
し
、

予
約
統
制
を
図
り
な
が
ら
、
配
送
・
品
揃

え
を
充
実
さ
せ
、
利
便
性
向
上
に
努
め
て

参
り
ま
す
。

　

就
任
し
て
六
ヵ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、

私
の
経
営
者
と
し
て
の
思
い
は
、組
合
員・

地
域
住
民
の
皆
様
が
、
Ｊ
Ａ
を
利
用
し
、

信
頼
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考

え
て
お
り
ま
す
。「
一
期
一
会
」の
精
神
で
、

人
と
の
出
逢
い
を
大
切
に
し
て
「
農
家
の

庭
先
が
Ｊ
Ａ
の
窓
口
」
を
合
言
葉
に
、
役

職
員
が
一
体
と
な
っ
て
出
向
く
体
制
を
作

り
、総
員
渉
外
に
力
を
注
い
で
参
り
ま
す
。

　
組
合
員
・
地
域
住
民
の
皆
様
と
語
り
合

い
、
意
見
・
要
望
を
聞
き
な
が
ら
事
業
を

進
め
、
皆
様
と
職
員
が
信
頼
関
係
を
築
く

こ
と
が
大
事
と
考
え
て
お
り
、「
Ｊ
Ａ
が

あ
っ
て
よ
か
ね
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
行
動

し
て
参
り
ま
す
。
こ
の
行
動
こ
そ
が
Ｊ
Ａ

事
業
の
発
展
に
つ
な
が
る
と
確
信
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
皆
様
方
の
ご
協

力
と
ご
支
援
を
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
結
び
に
、
組
合
員
・
地
域
住
民
の
皆
様

の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
と
、
令
和
三
年
が
皆

様
に
と
っ
て
輝
か
し
い
一
年
に
な
り
ま
す

よ
う
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
の

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

代表理事組合長
山下　良行

謹
ん
で
新
年
の

�
　
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
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生
育
良
好
！
き
ん
か
ん
出
荷
ス
タ
ー
ト

高
品
質
果
実
生
産
に
部
会
一
丸

今年産も高品質に仕上がったきんかん

一
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
の
営
農
指
導
員
は
「
今
年
産
は

総
体
的
に
生
育
良
好
で
す
。
小
玉
傾
向

だ
が
、
糖
度
が
高
く
高
品
質
の
果
実
に

仕
上
が
っ
て
い
る
」
と
太
鼓
判
を
押
し

て
い
ま
す
。

　
管
内
の
き
ん
か
ん
は
、
粒
ぞ
ろ
い
で

糖
度
が
高
く
、
皮
が
柔
ら
か
い
の
で
、

そ
の
ま
ま
丸
か
じ
り
で
食
べ
ら
れ
ま

す
。
一
月
下
旬
に
は
、
か
ご
し
ま
ブ
ラ

ン
ド
に
指
定
さ
れ
て
い
る
「
き
ん
か
ん

春
姫
」
の
出
荷
を
控
え
て
お
り
、
引
き

続
き
品
質
の
維
持
と
安
定
販
売
に
努
め

ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
南
さ
つ
ま
管
内
で
は
、
加
世
田

地
区
を
中
心
に
き
ん
か
ん
の
最
盛
期
を

迎
え
、
Ｊ
Ａ
果
樹
選
果
場
で
は
、
職
員

が
果
実
の
選
別
や
出
荷
作
業
に
励
ん
で

い
ま
す
。
露
地
、
ハ
ウ
ス
栽
培
と
も
に

十
一
月
二
十
七
日
か
ら
集
荷
が
始
ま
り

ま
し
た
。
二
〇
二
〇
年
産
は
、
共
販
量

二
九
二
㌧
を
見
込
ん
で
お
り
、
三
月
下

旬
ま
で
東
京
・
大
阪
を
中
心
に
出
荷
さ

れ
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
果
樹
部
会
は
、
各
地
区
で
目
揃

い
会
を
開
き
、
商
品
性
の
あ
る
果
実
の

生
産
を
目
指
し
て
、
農
薬
安
全
基
準
の

厳
守
と
適
期
収
穫
に
努
め
、
家
庭
選
別

を
徹
底
し
、
品
質
の
均
一
化
と
規
格
統

集出荷要領を協議する関係者ら

意見交換を行う女性部員ら

　
Ｊ
Ａ
南
さ
つ
ま
知
覧
町
園
芸
振
興
会

さ
つ
ま
い
も
部
会
は
十
二
月
二
日
、
Ｊ

Ａ
松
山
出
張
所
で
貯
蔵
さ
つ
ま
い
も
の

集
出
荷
協
議
会
を
開
き
、
生
産
者
、
Ｊ

Ａ
、
行
政
関
係
者
約
二
十
人
が
出
席
し

ま
し
た
。

　
会
で
は
、
集
出
荷
要
領
や
規
格
の
遵

守
で
、
品
質
・
信
頼
の
維
持
に
取
り
組

む
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
園
田
一
博

部
会
長
は
「
基
腐
病
の
発
生
で
大
変
厳

し
い
栽
培
環
境
だ
が
、
我
々
生
産
者
は

高
品
質
の
生
産
を
目
指
し
て
頑
張
ろ

う
」
と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
南
さ
つ
ま
女
性
組
織
協
議
会
は

十
一
月
十
八
日
、
Ｊ
Ａ
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
で
役
職
員
と
の
語
る
会
を
開
催

し
、
各
支
所
女
性
部
の
代
表
者
と
Ｊ
Ａ

役
職
員
ら
三
十
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
会
で
は
、
女
性
部
が
令
和
二
年
度
に

取
り
組
ん
だ
活
動
を
報
告
し
ま
し
た
。

意
見
交
換
で
は
、
女
性
部
活
動
に
関
す

る
意
見
・
要
望
や
、
Ｊ
Ａ
事
業
に
関
す

る
質
問
が
上
が
り
ま
し
た
。
中
原
田
ま

す
代
会
長
は
「
今
後
も
Ｊ
Ａ
と
よ
り
良

い
関
係
で
様
々
な
活
動
を
展
開
し
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

規
格
順
守
で
高
品
質
生
産

貯
蔵
さ
つ
ま
い
も
集
出
荷
協
議
会

女
性
部
と
Ｊ
Ａ
役
職
員
語
る
会

Ｊ
Ａ
女
性
組
織
協
議
会
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厳
選
審
査
で
知
覧
茶
ブ
ラ
ン
ド
強
化

小
売
茶
規
格
統
一
審
査
会

外観を確認する審査員

の
感
染
予
防
対
策
を
徹
底
し
な
が
ら
、

審
査
員
三
人
が
、
一
〇
〇
ｇ
あ
た
り

一
〇
〇
〇
円
の
小
売
茶
四
十
三
点
と
、

同
五
〇
〇
円
の
小
売
茶
二
十
三
点
の
外

観
・
香
気
・
水
色
・
滋
味
を
審
査
し
ま

し
た
。
参
加
者
ら
も
審
査
補
助
を
行
い

な
が
ら
、茶
の
品
質
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
審
査
員
を
務
め
た
県
農
業
開
発
総
合

セ
ン
タ
ー
の
茶
業
部
加
工
研
究
室
の
﨑

原
敏
博
室
長
は
「
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
、
各
価
格
帯
に
ふ
さ
わ
し
い
品
質

の
茶
が
揃
っ
て
い
た
。
特
に
五
〇
〇
円

の
商
品
は
高
レ
ベ
ル
だ
っ
た
」
と
講
評

し
ま
し
た
。

　
知
覧
茶
の
品
質
安
定
・
向
上
を
図
る

た
め
、
南
九
州
市
茶
業
振
興
会
流
通
部

会
は
十
二
月
二
日
、
Ｊ
Ａ
南
さ
つ
ま
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
小
売
茶
規
格
統
一

審
査
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
会
員
が
販
売
す
る
小
売
茶
の
品
質
や

規
格
な
ど
を
審
査
し
、
製
造
や
表
示
の

改
善
に
繋
げ
て
、
知
覧
茶
の
ブ
ラ
ン
ド

力
を
強
化
す
る
目
的
で
、
新
茶
時
期
、

お
中
元
時
期
、
お
歳
暮
時
期
の
年
三
回

に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
審
査
会
に
は
、部
会
員
、市
茶
業
課
、

Ｊ
Ａ
、
関
係
機
関
な
ど
四
十
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

枝肉を確認する関係者

お茶を使った給食を味わう児童

　
Ｊ
Ａ
南
さ
つ
ま
は
十
二
月
七
日
、
Ｊ
Ａ

食
肉
か
ご
し
ま
南
薩
工
場
で
第
三
回
肉
牛

枝
肉
共
励
会
を
開
き
、
最
優
秀
賞
一
席
に

Ｊ
Ａ
知
覧
実
験
農
場
が
輝
き
ま
し
た
。

　

管
内
か
ら
三
十
六
頭
（
去
勢
三
十
頭
、

雌
六
頭
）
が
出
品
さ
れ
、
日
本
食
肉
格
付

協
会
や
Ｊ
Ａ
関
係
者
が
枝
肉
を
厳
正
に
審

査
し
ま
し
た
。
全
体
平
均
結
果
は
、
枝
肉

重
量
が
五
二
五
・
八
㌔
、
ロ
ー
ス
芯
面
積

が
七
〇
・
六
㌢
、
バ
ラ
の
厚
さ
が
八
・
三

㌢
で
し
た
。
そ
の
他
結
果
は
次
の
通
り
で

す
。（
敬
称
略
）

▽
優
秀
賞
二
席
、
三
席
＝

�

㈲
江
籠
畜
産
（
加
世
田
）

▽
マ
ー
ケ
ッ
ト
ニ
ー
ズ
賞
＝

�

川
原
勝
廣
（
川
辺
）

　
枕
崎
市
内
の
小
中
学
校
で
十
一
月
下

旬
、
地
元
特
産
の
枕
崎
茶
を
使
っ
た
給

食
が
登
場
し
ま
し
た
。
桜
山
小
学
校
で

は
、
児
童
ら
が
茶
の
香
り
高
い
味
わ
い

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
市
内
の
三
十
八
工
場
の
茶
生
産
者
で

組
織
す
る
市
茶
業
協
議
会
が
、
子
ど
も

た
ち
に
地
元
の
味
を
知
っ
て
も
ら
お
う

と
、
枕
崎
茶
を
提
供
し
、
今
回
は
「
ち

く
わ
の
お
茶
粉
あ
げ
」
が
振
る
舞
わ
れ

ま
し
た
。

　
児
童
ら
は
「
ち
く
わ
と
お
茶
の
相
性

が
良
く
て
美
味
し
か
っ
た
」「
茶
の
味

や
苦
み
を
感
じ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

最
優
秀
賞
一
席
に
Ｊ
Ａ
知
覧
実
験
農
場

第
三
回
肉
牛
枝
肉
共
励
会

お
茶
を
使
っ
た
給
食
登
場
！

枕
崎
市
内
の
小
中
学
校
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管内の身近にある情報をご紹介するコーナーです。
きれいな風景や花、地域の行事などありましたら、
最寄りの支所へご連絡ください。レインボーニュースレインボーニュース
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川  

辺
東広報委員

地域を明るく照らすイルミネーション
� 古殿地区子ども会

　南九州市川辺町の古殿公民館にクリスマスをイメージしたイルミ
ネーションが設置され、地域の話題となっています。同地区子ども
会とむらづくり委員会が、「ふるさとを明るく照らそう！イルミネー
ション大作戦」と題して、新型コロナウイルス感染拡大の影響を受
ける中でも、地域に明るい話題を提供しようと企画しました。12
月６日に行われた点灯式では、イルミネーションが点灯すると、来
場者から歓声と拍手が起こりました。

知  

覧

　南九州市知覧町で11月14日夜、武家屋敷庭園一帯を
竹筒や和紙で作られた灯籠で彩る「南九州市あかりの道
標～ちらん灯彩路」が行われました。関係者や多くの市
民の協力で、地元の幼稚園児や保育園児、小学生が作っ
た紙灯籠や竹灯籠が並べられ、普段は入れない夜の庭園
は、約1000個の灯籠に照らされ幻想的な雰囲気に包ま
れました。

上木原広報委員

夜を彩る1000個の灯籠
� 「ちらん灯彩路」

枕  

崎

　枕崎市立桜山小学校の３年生12人は11月10日、地元
の食材を使った料理教室を行いました。ＪＡの生活指導
員と枕崎支所女性部員が講師となり、特産のかつお節を
ふんだんに使った「かつおみそ」を作りました。完成後
はおにぎりとすまし汁と一緒に試食し、児童らは「美味
しい」と口にしながら、枕崎の味を学びました。

猪谷広報委員

ふるさと枕崎の味を調理
� 枕崎市立桜山小学校

大  

笠

　ＪＡ南さつま大笠支所は11月19日、同支所青壮年部
との意見交換会を開催しました。会では、部会員からＪ
Ａ施設や営農指導、販売などに関する要望や、ＪＡ事業
や施設に関する質問などが出されました。寺薗美郎部会
長は「意見交換会は、地域農業振興と安定した農業経営
を目指す上で、重要な機会。今後もＪＡとともに課題に
向き合い、地域農業を盛り上げよう」と呼び掛けました。

柏木広報委員

活発に意見を交換
�青壮年部との意見交換会

加
世
田

　南さつま市加世田の舞敷野集落の笠狭宮跡（宮ノ山遺
跡）に、古くから言い伝えられている神話伝説にちなん
だ案内板が設置され、話題となっています。以前から設
置されていた案内板がありましたが、９月の台風10号で
破損したため、新たに設置されました。案内板には、こ
の地に住んだとされるニニギノミコトらの可愛らしいイ
ラストが描かれて神話や近隣の史跡を紹介しています。

西広報委員

神話伝える案内板設置
� 加世田・舞敷野集落
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2021年
１

月
号

○
発

　
行

／
JA南

さ
つ

ま
　

○
編

 集
／

総
合

対
策

部
　

経
営

企
画

課
○

発
行

日
／

令
和

２
年

12月
20日

郵 便 は が き

8 9 7 0 3 0 263 円 切 手 を
貼って下さい。
又は JA窓口へ

　朝夕家の近くを散歩しています。
行き交う方々に「お元気ですか」と
声をかけられ、大変嬉しく思う年齢
になりました。健康・元気は宝です。
�（南さつま市加世田　Ｍ．Ｔさん）

　昨年はたくさん実ったみかんです
が、今年は数が少なく大きな実がな
りました。そのせいかカラスなどに
食べられて残念でたまりません。「お
願いだから私にも残してください」
と思う日々です。
� （南さつま市　Ｙ．Ｓさん）

　「はやぶさ２」が長い旅を終えて、
地球に帰還しました。たくさんの成
果を上げられたらと思います。
� （南九州市川辺町　Ｎ．Ｈさん）

このコーナーでは管内在住のお子様や、元気に明るく働く女性を
掲載いたします。自薦・他薦でもよろしいですので、ご希望の方は、
総合対策部　経営企画課 TEL0993-58-7117 まで、ご連絡下さい。

　

　果物が大好きな日那ちゃんと、七奈ちゃん
の仲良し姉妹です。
　日那ちゃんはキラキラのドレス、七奈ちゃ
んはサンタさんの衣装に着替えてきてくれま
した。２人ともよく似合っています。

篭
かごはら

原　日
ひ な

那ちゃん（４）

　七
な な

奈ちゃん（１）

「人にやさしく、のびのびと自分らしく、
� 成長してほしいです」

篭原　康介さん・真美さん

南九州市川辺町
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鹿
児
島
県
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州
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知
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さ
つ
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広
報
誌
「
南
さ
つ
ま
」
１
月
号

�

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
係
宛

このコーナーでは管内在住のお子様や、元気に明るく働く女性を
掲載いたします。自薦・他薦でもよろしいですので、ご希望の方は、
総合対策部　経営企画課 TEL0993-58-7117 まで、ご連絡下さい。

　


